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４
年
11
月
１
日  

発
行

『熟年わんぱく塾』もいよいよ終盤

若柳支部地域支援事業（歳末たすけあい募金配分事業）

人
生
百
年
時
代
、
団
塊
の
世
代
の
皆

さ
ん
に
呼
び
か
け
、
地
域
デ
ビ
ュ
ー
の

き
っ
か
け
を
一
緒
に
つ
く
る
、
楽
し
く

学
ぶ
『
熟
年
わ
ん
ぱ
く
塾
』
も
第
４
回

目
の
講
座
を
終
え
ま
し
た
。

今
回
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
は
必

須
の
「
傾
聴
」
と
大
切
な
「
人
生
会
議
」(

マ

イ
ス
ト
ー
リ
ー)

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
被
災
地
で
長
く
支
援
を
し
て

こ
ら
れ
た
、
傾
聴
移
動
喫
茶
　
カ
フ
ェ
・

デ
・
モ
ン
ク 

主
宰 

金
田 

諦
應 

氏
と
栗

原
市
在
宅
医
療
介
護
連
携
支
援
セ
ン

タ
ー
千
葉
所
長
を
お
迎
え
し
、
人
生
に
お

い
て
大
切
な
こ
と
を
気
づ
か
さ
れ
た
講
座

と
な
り
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
そ
の
も
の
が
、

「
ケ
ア
」
に
な
る
と
の
話
に
、
こ
れ
ま
で

の
講
座
の
目
標
で
あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
の
第
１

歩
に
つ
な
が
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

間
も
な
く
開
催
の
わ
か
や
な
ぎ
福
祉
の

つ
ど
い
で
は
、
塾
生
が
傾
聴
カ
フ
ェ
を
開

店
し
ま
す
。
是
非
あ
な
た
の
声
を
聴
か
せ

て
く
だ
さ
い
。
地
域
デ
ビ
ュ
ー
し
た
塾
生

が
笑
顔
で
あ
な
た
を
お
迎
え
し
ま
す
。

社
協
若
柳
支
所
内
に
て
、
毎
月
25
日 

に
こ
に
こ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
て

い
ま
す
。「
に
こ
に
こ
カ
フ
ェ
」
は
、
普
段
の
暮
ら
し
の
中
に
社
協(

栗
原

市
社
会
福
祉
協
議
会)

を
身
近
に
感
じ
て
欲
し
い
と
の
思
い
か
ら
で
き
た
、

住
民
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
で
す
。

飛
沫
防
止
パ
ネ
ル
設
置
等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
対

策
も
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

内
　
容

◆
11
月
11
日(

金)

【
作
品
展
示
会
】
午
後
１
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

　
・
学
校(

幼
・
小
・
中
・
高)

他
諸
団
体
の
作
品
掲
示

◆
11
月
12
日(

土)

【
作
品
展
示
会
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
00
分

【
ス
テ
ー
ジ
発
表
】
午
前
10
時
15
分
～
午
後
12
時
30
分

　
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
：
郷
土
芸
能
「
大
目
弾
正
太
鼓
」
「
さ
く
ら
太
鼓
」

　
・
活
動
発
表 

：
迫
桜
高
等
学
校
・
コ
ー
ラ
ス
若
柳
　
他
団
体

　
・
特
別
ゲ
ス
ト 

：
石
田
健
司
先
生(

元
栗
原
中
央
病
院
副
院
長)

　 
 

 

　※

ビ
デ
オ
レ
タ
ー

　
・
活
動
発
表 

：
若
柳
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏

　
・
フ
ィ
ナ
ー
レ 

：
若
柳
音
頭

会
　
場
　
若
柳
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー(

ド
リ
ー
ム
・
パ
ル)

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
等
の
理
由
で
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
毎
月
25
日
開
催(

休
日
の
場
合
は
繰
り
下
げ)

 
11
月
25
日（
金
）

 
12
月
26
日（
月
）

 

1
月
25
日（
水
）

◆
時
　
間
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

◆
参
加
費
　
無
料

若
柳
支
部
地
域
支
援
事
業(

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
事
業)

社
協「
に
こ
に
こ
カ
フェ
」を
開
催
中

若
柳
支
部
地
域
支
援
事
業
　(

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
事
業)

「
第
10
回
わ
か
や
な
ぎ
福
祉
の
つ
ど
い
」開
催
の
お
知
ら
せ

☆新しい様々なことにチャレンジ
わんぱくな塾生の皆さん☆

講師のお二人
千葉所長(上)
金田代表(下)
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若
柳
中
学
校
福
祉
体
験
学
習

９
月
26
日
（
月
）
、
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の

福
祉
委
員
会
活
動
で
18
名
の
生
徒
が
白
杖
体
験
と
手

話
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
体
験
に
入
る
前
に
、
築
館

地
区
在
住
の
佐
藤
伸
也
さ
ん
か
ら
「
素
敵
な
出
会
い

が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
人
の
役
に

た
て
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
」
と
力
強
く

心
に
響
く
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
二
人
一
組
で
白
杖

の
介
助
歩
行
の
体
験
に
挑
戦
。
介
助
す
る
際
の
声
が

け
の
難
し
さ
、
言
葉
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
多
く
の

気
付
き
や
学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
災

地
か
ら
「
元
気
に
な
っ
て

ね
。
」
と
送
ら
れ
た
種
か
ら

始
ま
っ
た
「
く
り
は
ら
・
ひ

ま
わ
り
・
げ
ん
き
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
。
岩
手
宮
城
内
陸
地

震
や
東
日
本
大
震
災
を
経

て
、
今
年
も
夏
も
ま
っ
す
ぐ

空
に
高
く
大
輪
の
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
な
た
が
種
を
ま
き
、
咲

か
せ
た
花
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

今
き
っ
と
誰
か
を
励
ま
し
て

く
れ
た
は
ず
で
す
。

花を咲かせて種でつなぐ　元気のリレー

くりはら・ひまわり・げんきプロジェクト
今年はどんな花をあなたは咲かせましたか？

総
合
相
談
事
業
の
お
知
ら
せ
【
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
】

　
生
活
上
の
困
り
ご
と
・
心
配
ご
と
の
相
談
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
茶
っ
こ
会
等
の
地
区
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
生
活
相
談

《
場
　
所
》
若
柳
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
内
　
栗
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
若
柳
支
所

◆
電
話
相
談

開

設

日
：
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

開
設
時
間
：
８
時
30
分
～
17
時
30
分

《
問
い
合
わ
せ
先
》 
栗
原
市
社
協
若
柳
支
所
　
電
話
：
32-

３
０
８
３

開

設

日

開
設
時
間

13
時
30
分
～

15
時
30
分

９
時
30
分
～

11
時
30
分

11
月
8
日（
火
）

12
月
6
日（
火
）

11
月
22
日（
火
）

12
月
20
日（
火
）

宮
城
県
共
同
募
金
会
で
は
、
毎
年
仙
台
・
宮
城
観
光
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
む
す
び
丸
」
と
の
コ
ラ
ボ
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
作
製
し
、
「
む
す

び
丸
ピ
ン
バ
ッ
ジ
募
金
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

第
10
弾
と
し
て
今
回
は
、
県
内
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
が

行
う
防
災
資
機
材
整
備
の
助
成
に
充
て
ら
れ
ま
す
（
制
作
費
を
除

く
）
。

近
年
、
自
然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
整
備
さ
れ
た
資
機
材
は

災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

社
協
各
支
所
に
て
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

栗
原
市
共
同
募
金
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
む
す
び
丸
ピ
ン
バ
ッ
ジ
募
金
」に

　
　
　
　
　
　
　ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

【ひまわりの話】
ひまわりは、たんぽぽのように風に乗って旅ができ

ません。人を介して旅をします。栗原の優しい人たち
の手で、新しい故郷ができました。神戸と栗原をつな
ぐ絆になれたことが嬉しいです。

長い長い絆になって欲しいと、神戸から応援してい
ます。一緒に咲かせて実のある種を来年も。(荒井)

この広報紙は、共同募金の配分金により発行しております。

2022. 10. 20 最終


